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す
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.
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も
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で
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。
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彼
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は
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用
價
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以
前
に
獨
立
の
價
値
あ
る
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明
言
し
て
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タ
0ン
果
し
て
然
ら
ぱ
彼
れ
は
效
用
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使
用
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レ
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ろ
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か
旣
に
效
用
S
價
値
ご
，̂
混
同
せ
る
も
のV」

云
ふ
可
き 

.で
あ
る
。
固
ょ
ら
輕
濟
料
學
樹
立
，
以
前
術
語
の
用
法
未 

だ
不
備
な
し
當
時
モ
想
は

V
、
T
u
r
g
o
t

の
此
顿
所
は 

必
ず
し
も
痛
烈
な
る
非
難
を
加
ふ
可
き
に
は
あ
ら
す
€ 

雖
も
、
，然
も
現
代
の
用
廣
を
彼
此
照
應
す
る
.時
は
、
其 

缺
點
は
缺
點
と
し
て
決
し
て
依
估
の
曲
辯
を
，許
さ
ぐ
る 

も
の
で
あ
る
。

八

：：

.

次

にT
u
r
g
o
t

は
考
察
をr

部
定
價
値」

則
交
換
價
値 

.の
問
題
に
轉
向
し
、
錯
綜
を
避
く
る
が
爲
に
絕
海
の
孤 

へ
，島

に

棟

息

せ

る

二

人

間

の

交

換

を

假

想

し

す

其

說

明

の 

®
撒
ご
す
る
。
其

1

人
は
激
0
餘
剩
を
存
じ
他
の
ニ
人 

，は
毛
皮
の
徹
剩
を
持
つ
？
せ
ぱ
？
前
著
は
寒
冷
を
防
ぐ

が
爲
じ
後
者
は
饒
蛾
を
免
る
、
が
爲
じ

> 

I

に

他

の
.

：

て.

I

I

 

. 

す
る
。..換
言
す
れ
ば
各
自
が
雨
货
物
夫
々
の
自
己
に
默
尙

t
4

ウ
此
利
得
は
草
に
鎭
賞
W

値
'レ
鯽
す
る0

み
に
此

除
乘
.を
.雷

要

し

交

換

は

愛

.に

發

生

す

る

。
.此
揚
合
.從
前 

，無
用
な
ら
し
二
物
の
餘
剩
部
分
は
、
其
所
有
者
の
服
中 

に

新

た

^
:
^
,
る

價

値

以

て

映

す

る

に

至

ゎ

、

各

自

は 

.等
直
接
の
欲
求
を
持
た
ざ
り
し
部
分
に
も
評
價
を
行
ふ 

に
至
る
。
乍
併
恐
ら
ズ
此
最
お
の
例
に
於
て
は
交
換
條 

件
に
關
ず
る
論
譲
に
は
大
な
る
波
欄
無
く
，
^
^
の
餘
剩 

の
全
部
は
皮
の
餘
剩
の
全
部W

交
換
せ
ら
れ
る
で
あ
ら 

ぅ
。
然
る
に
此
假
設
を
少
し
ぐ
變
更
し
て
、

1

は
魚
の 

代
ら
に
長
期
の
貯
域
に
堪
ゆ
る
穀
物
を，1

は
毛
皮
の
代 

ム
に
！̂
を
所
有
し
、
且
つ
此
孤
島
は
穀
物
を
も
薪
を
も 

生
廣
せ
す
、
更
；̂
息
の
如
5̂̂
不
利
な
'る
事
情
の
爲
に
大 

陸
に
渡
り
て
雨
者
の
供
給
，̂
受

く

る

事

を

：胆

此

せ

ら

る 

ざ

せ
よ
。
穀
物
の
所
有
者
は
凍
死
よ
&
兔
る
、
爲
に
薪 

を
欲
求
し
薪
め
所
有
者
は
餓
死
よ
タ
兔
る
、
爲
に
穀
® 

を
欲
求
し
ま
換
の
必
要
甚
大
な
る
.も
の
あ
ら
ざ
雖
、
然 

も
各
自
は
其
所
有
す
る
物
を
保
持
す
る
の
利
織
ミ
其
听 

有

：せ

ざ

る

物

.
^
挺

得

す

る

の

利

，霖

S
を

先

.ダ

比

較

算

定

す
る
鑑
賞
價
値
を
精
密
に
決
定
す
る
。：同
時
亦
ね
各 

自
は
其
所
有
す
る
物̂
を
可
及
的
多
量
に
保
持
し
然
も
其 

所
有
せ
ざ
る
物
を
可
及
的
多
置
獲
得
す
る
の
利
益
を 

想
ふ
。
.‘爱
•し
於
て
か
各
自
はM

己
の
鑑
賞
偕
値
秘
し 

,て
其
相
手
に
可
及
的
ル
®
.を
，供

し

て

可

I

及

的

大

量

ヤ

收

，
一 

め
ん
事
を
期
す
。
必
然
雨
落
は
交
換
の
條
仲
に
■
し
て 

譲
論
を
戰
は
し
、
然
も
雨
者
は
協
究
を
大
な
る
利
益
ざ 

す
る
が
放
に
遂
に1

政
を
見
る
に
至
る
。
I交
換
は
愛 
'レ 

ン
成
立
す
る
。
而
し
て
各
自
は
疑
も
無
く
自
已
の
手
離
せ 

る
物
よ
タ
も
自
己
の
落
手
せ
る
物
に
一
層
高
さ
鑑
賞
價 

:

臆
を
置
く
。：，

「

是
れ
交
換
の
必
須
：の
要
素
唯I

の
動
機 

で
あ
る
。
蓋
し
交
換
に
於
て
何
等
0
個
人
的
利
猛
を
發
、
 

'

見
せ
ざ
る
に
於
て
は
>
各
自
は
敢
て
之
を
行
は
ざ
ろ
可 

き
を
以
て
^
あ
る」

。
：思
ふ
に
斯
く
の
如
く 

H
u
r
g
o
t

が 

交
換
に
於
て
は
雨
當
事
者
が
共
に
價
値
を
刹
す
る
所
以 

を
關
明
せ
る
は
憶
に
時
流
を
卓
拔
せ
る
見
解
な
ら
し
も

タ
、
兩
當
事
紫
各
々
の
利
す
る
度
合
は
必
す
均
等
な
b 

€
の
認
想
ょ
り
脱
離
す
る
を
得
な
か
つ
れ
。
以
爲
ら 

く
、
.若
し
雙
方
め
利
す
る
度
.合
.に

し

て

均

，等

な

ら

す

ざ 

せ
ぱ「

一

方
は
他
ょ
ら
も
交
換
を
欲
す
る
程
度
少
く
、
 

爲
に
他
を
强
制
し
て1

層
多
量
を
供
給
せ
し
め
其
價
格 

を
譲
歩
せ
し
む
る
で
あ
ら
ぅ
。
故Li

此
意
味
に
於
て
雨 

當
事
者
相
互
が
等
價
に
對
し
て
等
價
を
與
ふ
で
云
ふ
は 

常
に
嚴
密
に
眞
理
で
あ
る
。
即
ち
此
ニ
物
は
同
等
の
交 

換
價
値
を
有
ずJ

ミ(P. 

3
6
)。

然
ら
ぱ
鑑
賞
價
値
則
使
用
價
値W

評
究
價
値
則
交
換 

價
値
ミ
の
異
同
如
何
。
鑑
賞
偵
値
の
快
定
に
於
て
は
各 

人
が
孤
立
に1

一
個
の
刹
益
を
比
較
す
る
に
對
し
、
評
定

値
の
決
楚
に
は
® 
く 
€
も11

人
の
.比
較
す
る
者
が
あ 

ヶII

個
め
比
較
せ
ら
る
く
利
盤
が
あ
る
。
乍
併
雨
當
事 

者
各
自
の
ニ
個
の
利
猛
は
最
如
彼
等
に
依CV

て
單
獨
に 

比
較
せ
ら
れ
"
然
る
後
に
其11

個
の
結
果
が
兩
當
事
者

银
十
八
愈

七

條
佛
蘭
西
輕
濟
學
に
於
る
惯
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論
の
發
途

填 
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辦
ヤ
八
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( rj. n.

八)

‘觸
.，
鋒

邵
蘭
M
經
潍
舉
に
於
ろ
傅
値
論
の
"發
遂
，

滅
@

1

:

:

.

^上
も

.

其
.

1‘
政
に
依
ゥ
で
，評{

^

腻
値
ぱ

.

成
立
，
 

^

4
0.
換
言
ず
か
ぱ
評
慎
傭
.，ほ
鑑
賞
價
値
の
平
％
に

- 

外
な

』
！：？！

ら

も

の

で

み

る

。
；
而

じ

て

旣

雜

の

如

く

 

r

孤 

立
0
人
間
に
對
す
る4

；:
物
め
鑑
賞
價
値
.が
ス
彼
れ
が
此 

货
§

み
傑
求
，に
寄
與
し
得
可
さ
能
ガ
の
部
分
を
其
全
能 

.

^

^

5/>
の
跟
に
於
な
比
率
に
過
ざ
ざ
る
双
上
は
、

一
1

人
間 

§

り
爽
換
に
於
る‘

評
定
償
値
は
、
：；̂其
交
換
物
仲
の
獲
得
に 

败
#

%

银

與

す

，
可

.き

撒

力

：の

合

許

，を

彼

等

の

全

能

力

の
 

，
仓
訊
を
ル
比
礙
，に
過
ぎ
ぬ

」

。.

斯
ぐ
てH

u
r

g
o

t

は
紘
賞 

:

银
定
價
傲☆

§
:

雨
者
を
典
に
人
間
の
精4 ^
に
：辕 

-

元
す
4
欺
ね依

.
.

S、

錢
換
價
龍
は
伽
人
的
評
.價
の
結
果

「 

に
外
な̂
5^
さ
る
所
以

，
|

,

明
示
：せ
み
も
の
ヤ
ぁ
る(

P
P

,

 

第

8
7
)
0
.

彼
れ
は
次
に
傭
格
ゆ
；交
婉
偕
値
象
示
の
一
便 

後
r(

相

踏

無
も

‘

ゾ

贷

條

は

决

し

て

其

旧

確

な

：
る
•
尺

度

I
 

-

に

あ

懷

倚

ゆ

膨

1
;嚴
1̂

な
.る
尺
度
は
.旣
述
の
如 

く
人
魔
の
施
办
以
外
に
之
を
求
む
る
能
は
ず
。
唯
だ
化
.

六
四
.

は

を

.れ

自

身

評

量

に

困

難

な

>0̂

縱

條

ホ

る

を

队

：て
1

 

は

親

在

の

货f

傑
値
の
#
:g

者

た

ら

しむ

る

過

ぎ
 

ざ
るH

日
を
域
べ
ね
る
後
、

0
(

s

s

0
i
M
^
n
. 

に
論
步
を
進
む
る^2

及
ん
で
.其
来
定
稿《rvaleurs et 

M
o
l
i
e
s
-、

の
®
を
，

3̂

め
> 
其
代
表
誉《

Reflexions*， 

じ

於
て
は
纖
賞
懷
館
並
に
評
定
價
値
な
る
用f

i
.

も
見
え 

す
、
又
是
れ
に
糊
當
す
る
內
容
に
精
細
な
を
演
參
，費 

す
事
も
無
く
*
僅
に
市
場
®
値
成
立
の
經
緯
に
器
干
の 

考
察
を
拂
へ
る
の
‘み
で
み
る
？

:
:

畢

覚

此

國

の

‘價

條

論

史

上

に

致

.せ
'
 
る

T
u
'
r
g
o
i

 

0

M 

就

は

、

其

到

達

し

た

る

置

ょ

&

も

寧

ろ

其

推

理

の

過 

程

に

於

て

一

層

甚

大

な

る

'も

ゆ

あ

&

ビ
云
は
ね
ば
‘な
ら
：
 

ぬ
。

彼

れ

が

1
>

ルvi
d

 

H
u
m
e

に

寄

せ

力

る

！
！
簡

!

齢 

に

於

て

\「
質

銀

の

大

小

.
^
決

定

す

る

は

課

秘

の

高

低
 

に

あ

ら

ず

し

て

.単

に

雪

®

供

給

め

關

係

ゆ

t

云

.广
な 

學

兄

ゅ

觀

察

は

.狗
に
其
.常

を

.得

お

レ

。

此
.原

理

は

爐

に

J
. 

» 
 ̂

1-J
 

- 

J
# 
コ—

V 

-
I 1̂1

.

.

. 

能

力

靜

言

.资

れ

ぱ

齋

物

.か

輕

得

に

要

4
*"-

る
'.勞

働
.反
.時
-間
'
 

农

だ

會

て‘異

餘

み

し

取

；

^
レ

。

其
，像.

r.

あ

降

期
V
Vり

‘於
て
商
業
.上
の
慎
値
を
具
有
す
る！

切
諧
物
の
價
格
を 

.定

，
む

る

唯

：

1

の
原
理
な
々
。
'さ
れ
ご
人
は
二
種
の
價 

.

格
"
卯
ち
需
要
供
給
の
關
係
に

f
 
^
立
す
る
時
價 

le prix courant 

ミ
甚
本|3i

洛

le prbc 

fondamental

ホ
し
をM

別

せ

ざ

る

可

：か

ら

す

◊
而
し
て
某
本
愼
格
は
物
k
 

'品
の
揚
合
に
於
て
は
：其
物
の
勞
働
者
に
要
し4̂

:

る
費
：
 

用
.、
又
霄
銀
の
場
合
に
於
て
は
努
働
者
の
生
活
資
料
が
：
 

.彼
ほ
に
耍
し
た
る
費
な
ら」

：：(T
u
r
g
o
t
: 

Reflections 

o
n

 the Formation and the 

Distribution 

of H
k
h
e
s
.

 

liconomic 

Classfcs, 

Ashley

ダ ed..: Appendix, 

? 

. 1
0
7-
1
0
8)

タ
朋
言
せ
る
は
、
疑
も
無
く I

派
の
生
-蓝 

;

費
價
値
說W

其
結
：論
を
等
し
お
す
る
事
を
證
示
せ
る
も
：
 

の
で
あ
る
。
询

に

G
a
H
a
n
l

に
於
て
は
勞
働
は
主
ご
し 

て
稀
少
性
に
作
用
す
る
の
故
を
.以
て
價
値
に
影
響
すVi 

看
做
さ
れ
し
に
反
し
>T

u
r
g
o
t

に
，
於

て

は

，
勞

働

は

價

値
 

の

遊

础

占
め
、其
は
交
換
‘價
臆
使
用
價
値
の
雨
者
.
^
 

通
•じ
て
窮
極
の
尺
度
で
あ
：ぐ
窮
極
の
決
定
S
で
あ
るW

巫
惟
せ
ら
れ
た
。
乍
併
注
目
に
價
す

る

は
彼
れ
が
便
假 

に
關
レ
て
敢
て
主
觀
客
觀
の
差
別
を
樹
ウ
る
事
無
く
，
.

:

鑑
賞
價
値
則
使
用
價
値
並
.に
評
定
價
値
則
交
換
價
値
は 

全
く
其
性
質
を
同
じ
ぅ
し
、
雨
者
共
に
顯
然
主
觀
的
な 

b
し1

事
で
ぁ
る
。
此
主
觀
的
倾
向
心
意§
解
說
Z
そ 

即
ち
後
進
を
啓
發
し
て
善
正
な
る
行
路
に
轉
向
せ
し
む 

る
契
機
な
つ
：た
：。
此
趨
勢
を
助
長
せ
.'る
はCondHlac 

で
あ
'

<?o

九 

.

Etlennfe 

w
onnot 

d

ひ
厂ondiUac 

(
I
7
I
.
4
.
I

S々
0
)

の 

へれ
 L

e

 

r
o
m
m
e
r
c
e

 et le 

G
o
u
v
e
r
n

ひm^nt, 

consid

ルr

仏の 

relativement F
u
n

 

i.: rautre 
ぶ
は 

A
d
a
m

 

Smitii 

の 

「

國
富
論」

ご
等
し
ぐr

七
七
六
年
上
梓
、J

e
v
o
n
s

の
褒 

に
從
へ
ぱ「

恐
ら
く
债
値
と
效
用W

の
.眞

の

結

合

.
に 

關
す
も
最
初
の
明
確
な
る
叙
述」

を
包
容
せ
る
好
著
で 

あ
るr

Theorv of political E
c
o
n
o
m
y
,

ガreface to 

2d

ed. p. xxviir)。̂

乃
ち
同
*
第1

編
掷
頭
の
一
章
を「

詣

资
十
八
想C

1
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一
 

H

S
 

.

雜

0

佛
蘭IT

經
濟
學II

於
る
慎
値
論
の
發
建

第
八
號

六
六

物
の
僧
値
の
某
礎」

：
ビ
题
し
論
じ
て
日
く
"「

物
に
效
用
.
 

あ
ら
ざ
云
ふ
は
其
が
菩
人
の
何
等
か
の
欲
望
に
役
立
ウ 

時
、
.效
用
な
し
マ」
云
ふ
は
如
何
な
る
欲
望
に
.も
役
立
た 

ざ
る
時
或
は
吾
人
が
之
を
以
て
何
も
の
を
も
爲
す
能
は 

ざ
る
時
て
あ
る
。
故
に
物
の
效
用
は
吾
人
が
是
じ
關
し 

て
抱
け
る
欲
望
の
上
に
其
甚
礎
を
有
す
。
此
效
用
に
準 

據
し
て
吾
人
は
物
を
或
は
高
く
或
は
低
く
鑑
賞
す
る
。
 

換
言
す
れ
ば
其
吾
人
の
用
ひ
か
ざ
欲
す
る
使
遂
に
適
合 

.す
る
程
度
如
何
を
決
足
す
る
。
热
て
此「

鑑
賞」
こ
そ
吾 

人
力
债
値
ヒ
•呼
ふ15̂

の
も
の
.で
あ
る
。
物
に
價
値
あ
り
‘..

 
VJ

云
ふ
は
其
が
何
等
が
の
使
、
に
良
く
適
合
す
る
事
或 

は
寄
人
が
之
を
良
く
適
合
す50

鑑
賞
す
る
事
で
あ
る
。
 

か
る
が
故
に
諧
物
の
價
値
は
其
效
用
め
上
に
、
或
は
同 

一
事
に
歸
着
す
る
が
吾
人
が
是
に
細
し
：で
抱
け
る
就
望 

の
上
に
"
或
は
再
び
同
一
事
に
歸
着
す
る
が
吾
人
が
之 

を
以
て
行
ふ
用
途
の
上
に
其
基
礎
を
有
すJ (

L
e

 

c
o
m
-

t
x
l
^
r
c
o

 

c
t

 :.lc 

G
o
t
l
v
c
r
i
n
e
m
c
n
t
—
—
C
o
l
l
e
c
t
i
o
n

 

G
u
f
l
l
a
/
U
3
i
n
,

Melanges 

cPEconomle Politique,, tom. 

I. 

pp. 

2
<o- 

2
5
0
。

他
方
に
於
て
物
の「

饒
多
な
る
時
は
缺
乏 

惧
無
さ
が
故
に
人
は
欲
望
を
感
す
る
事
少
く
、
反
對
の 

理
由
に
依
ら
稀
少
游
迫
の
際
は一

層
の
欲
望
を
感
す
。
 

然
る
に
諧
物
の
慣
値
は
欲
望
の
上
に
其
甚
磁
を
有
す
る 

以
上
、
强
く
感
♦
ら
る
、
欲
望
が
詣
物
に
一
層
大
な
る 

.價
値
を
與
ベ
、
弱
く
感
サ
ら
る
、
欲
'.望
.が
是
に
一
.層
小
..
 

な
る
®
値
を
與
ふ
る
は
當
然
ヤ
あ
る
。
か
る
が
故
に
詣 

物
の
價
値
は
稀
少
な
る
時
增
加
し
饒
多
な
る
時
減
少
す 

る
。
泡
に
饒
多
な
る
時
に
於
て
は
價
値
は
零g

ま
で
減 

す
る
事
す
ら
あ
.

TV

得
る
。
例
へ
ぱ
過
剩
品
の
如
&
人
が 

之
を
如
何
な
る
使
遂
に
も
用
ふ
る
能
は
ざ
る
場
合
に
は 

常
に
價
値
を
持
た
ぬ
で
め
ら
ぅ
。
蓋
し
其
際
其
は
全
然 

無
效
用
な
る
可
き
を
以
て
ズ
あ
る」

。
故
に「

効
用
同
等 

な
り
ヒ
.せ
.ぱ
價
値
の
大
小
は
、
若
し
稀
少
饒
'多
の
程
度

を
常
に
精
密
に
知-

^

得
'る
な
ら
ぱ
專
ら
是
れ
に
甚
く
で 

あ

：
ら

：

A-rS 
0 

.
，
後

，.る
‘時
は
人̂
2;̂.
各

.
物

：
の...
眞

货
な
.る
.價

彼

を

II
I
I
IIII

I
Ii:!I
V
lih

II

得
る
て.

ら
ぅ
。
乍
併
此
糖
度

t
i

決
し
て
測
知
す
る
を
て
の
み
稀
少
性
が
债
値
に
歸
：係
す
る
事
を
認
容
し
た
リ 

得
.；：？

い
で
あ.
ら
う
。
愛
を
以
て
，償
値
の
大
小
は
某
基
礎
如
上
の
眞
意
は
彼
れ
が
種
々
な
る
異
說
に
對
し
て
下
せ

.を
主
と
し
て
吾
人
が
各
货
物
に
就
き
て
抱
け
る
意
見
の 

中
に
有
す
る
も
め
で
あ
る

」

.

(Ibid 

p. 2
5
2
)
。

前
言
を 

反
探
要
約
す
れ
ば
っ
®
物
の
價
値
は
效
用
に
甚
く
も
其 

债
値
の
，大
小
は
、
效
用
同
等
な
^
ぶ
せ
ば
其
稀
少
又 

は
藤
多
に
> 
成
は
寧
ろ
其
稀
少
及
び
饒
多
に
M
し
て
有 

す
る
吾
人
の
意
見
に
某
く
も
の
で
あ
る
。
’：余
が
效
用
同 

等
な
らW

せ
ぱ
を
云
ふ
は
、
假
に
諧
物
が
同
等
に
稀
少 

な
る
か
成
は
同
等
に
饒
多
な
ぐ
ぶ
想
定
す
れ
ぱ
> 
人
は 

其
便
値
の
大
小
を
彼
：仏
：

£

其
效
を
或
は
高
く
或
は
低 

く
判
斷
す
る
に
從
つ
て
決
定
す
可
き
は
、
人
の
充
分
認 

む
る
所
な
る
が
故
で
あ
るJ

ビ

(P. 

2
5
3
)" 

r

 

へ：

畢
竟
I
 C

o
n
d
i
l
l
a
c

の
見
解
は
撒
頭
撒
尾
主
觀
的
效
用 

を
以
て
價
値
の
根
源
ざ
爲
す
も
の
で
あ
る
。
唯
だ
此
主 

觀
的
效
用
は
吾
人
の
欲
求
の
緊
愈
な
る
に
從
ウ
て
明
確 

な
り
、
更
に
此
欲
求
の
熟
度
に
影
響
す
る
限
ら
に
於

る
論
難
を
檢
討
す
る
時
"
愈
々
明
瞭
に
窺
知
す
る
：事
が 

出
来
る
。

乃
ち
先
づ
費
用
價
値
說
を
痛
烈
に
揽
擊
し
て
日
'ぐ
、. 

「

諧
物
の
中
に
は
例
べ
ぱ
水
の
如
く
"
甚
だ
必
要
な
れ 

ど
も
微
塵
も
價
値
を
有
せ
ざ
る
や
に
見
ゆ
る
も
め
あ 

b
.。
愛
に
於
て
か
.論
者
は
云
ふ
> 
是
れ
其
獲
傅
に
何
等 

の
費
用
を
要
せ
ざ
る
が
故
な
り
。
而
し
て
其
が
運
送
じ 

依
.：：S

收
受
し
得
’る
價
値
は
"
物
自
體
の
價
値
に
あ
ら
す 

し
てSi

撒
の
入
費
に
外
な
ら
す
ビ
。
乍
併
人
が
塞
末
も 

價
値
無
さ
物
を
獲
得
す
る
鶴
に
運
搬
.費
を
支
辨
す
る
ご 

は
、
奇
怪
な
る

®
柄
て
あ
る
。
凡
そ
物
は
人
の
思
惟
す 

る
如
く
、
費
用
を
要
す
る
が
故
に
價
値
を
具
ふ
る
に
あ 

ら
す
し
て
> 
價
値
を
具
ふ
る
が
故
に
費
用
を
掛
け
る
の 

で
あ
る
。
故
に
余
は
敢
て
云
は
ん
> 
河
流
の
沿
岸
！

2

於 

て
す
ら
水
はj

の
價
値
を
有
す
、
但
其
處
に
於
て
は
其

供

す

八

卷(T
l
l
l
l
r
o

0

佛
圓ST.

經
濟
學
ド
於
る
償
値
論
：の
發
建

i
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離
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蘭
西t

•織
學
に
-於
る
愤
値
論
の
發
缚

 

筋
八
球
，

六<:.

.
は
‘吾
人
の
欲
望
に
對
し
て
無
限
に
過
剰
な
る
が
故
に
、

此
費
用
を
支
拂
ふ
を
僻
せ
ざ
る
は
"
是
れ
如
何
に
.些
小 

:
:
:
'
.

其
價
：値
は
可
及
的
最
小
な
る
の
み
マ」

。
：是
れ
に
反
し
て
，：，
に
も
せ
ょ
如
上
の
水
^̂
空
氣
に
價
値
の
存
す
る
爲
な
タ 

.
旱
魅
の
場
所
に
於
て
は
其
は
：E
大なる價値を具有見な

(p.: 2
5
4
)
。

即
ち

Condillac

に
於
て
は
.費
用 

し
、：人
は
其
渡
得
の
距
離
及
び
敏
難
に
比
例
し
て
之
を
は
價
値
の

.原
因
に
も
あ
ら
す
尺
庶
に
も
あ
ら
す
> 
却
て 

評
價
す
る
。
斯
か
る
場
渴
し
た
る
愈
人
は

1

杯
の
水

I

其
結
果
で
も

0
證
驗
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

に
對
し
ぼ
ル
ィ
を
も
與
ふ
可
く
、
卯
ち
此1:

坏
の
水
は
•一
 

次
に
彼
れ
は
，絕
纖
的
稀
少
性
說
に
も
亦
不
滿
の
意
を 

.

.

.

}
n
i
A

ィ
に
便
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
故
に
價
値
は
物
の
巾
に
.g

示
す
る
。
日
く「

論
敵
の
成
：る1

派

は

價

値

の

®

港 

内
在
す
る
：に
あ
ら
や
し
て
、
寧
ろ
吾
人
.か
是
れ
に
關
し
一
を
效
用
に
®
く
を
以
て
大
な
る
認
見
な
らW

な
し
、
凡

'

: 

, 

,,; 

v

お
ふ
：鑑
賞
の
中
に
存
在
し
す
此
は

 

I

定

鞋

，度9

稀
少
性
を
具
有
す
る
に
あ
ら
ざ
れ 

望

に

對

應

し

、

欲

望

の

墙

減

に

，
準

じ

て

瑜

減

す

る

の

で

ぱ

價
値

を

生

す

る

能

は

ず

を

云

ふ

も

の

あ

.
^
。

1

定

.程 

.
あ
る
し
せ(p., 2

5
3
)
。

而
し

て

，彼
れ
は
：費
用
2

は1
®

に

I
,

鹿

.金
錢
上
め
支
出
の
み
な
ら
；や
勞
働
を
も
包
含
す
る
も
の
，，ニ：る
。
吾
人
が
其
用
途
に
働
し
充
分
に
之
を
所
有
せ
や
し
h
:
:

r 

: 

看
做
し
、
勞
働

の

意

義

は

.成

る

刹

綴
を
収
得
せ

ん

が

斷
す
る
時
余
は
，物
が
稀
少
な
ら
ビ
思
僧
し
、
吾

人

の

、
一

爲
め
ゆ
行
爲
又
は
行
爲
0
織
®
な
々
ご
し
、
；.此
見
解
に
欲
求
以
上
に
所
有
す
さ
判
斷
す
る
時
余
は
物
が
藤
多
な
，

立

脚

し

河

流

の

沿

，岸

に

於

'
ホ̂
も
之
を
挪
す
る
爲
に
り
ご
思
愤
す

I
J
i
f

竟
余
は
人
が
之
を
以
て
何
も
の
を

膝

ま

づ

ぐ§
3；

用

を

耍

し

、

空

氣

も

窓

，̂

開

放

し

て

之

を

.

も

爲

さ

や

又

爲

す

能

は

ざ

る

物

は

價

値

を

有

せ

す

t

信 

J
I 

呼

政

'す

る

.め
，.費

用

セ

耍

.し
、
'
.
.
.
'

人
.が
.假

令

經

徽

な

-=S

と
•維
，'
.
:じ

、
.是

れ

.に

.反

.し
，.て
.效

旧

を

，具
.ふ
.
-る
.母

.は

.赏

族

，

有

'す
.
. 

.

.
驟

ざ

，信
す
◊

而
し
て
其
有
用
な
る
所
以
絕
無
な
.る
も
の
.に
少
な
：
り
を
か

1

層

饒

多

な

り

ミ

’か

刹

斷

す

る

に

依

ク

て 

J 44

ら
で
は
’、
稀
少
に
於
で
，も1

,

層
大
な
る
價
値
を
有
す
生
す

」

ビ
云
ふ
の
で
あ
る

(P. 

2
5
3
)
。

る

替

無

ぐ

，？

饒

多

に

於

て

も

T
®

小
な
る
廣
値
を
有
す
結
局

Condillac 

見
解
に
從
へ
ぱ
價
値
論
解
決
の 

.

.
レ
ふ
，事

無

い

る

可

し

」

で

：(
p
p
‘r:, 2

5
4
- 2
5
5〕

。'.® 

: 
®
織
は
、
私
的
刹
斷
に
甚
く
主
觀
的
效
f
f
lが
其
'全
，部
で 

:

レ

は

，價
値
を
以
て
絕
斜
的
性
質
1
8
做
し
、
吾
人
の
行
..

I

か
つ
た
。，
效
用
は
主
槪
念
、
稀
少
性
は
唯
だ
其
從
屬
槪 

ふ
制
斷
に
播
®
せ
ず
詣
物
に
嵐
有
な
ら
ど
思
惟
す
れ
ど
念
に
過
ぎ
な
か
つ
ね
。
供
給
狀
態
其
他
諧
般
の
外
的
事：

:
も
？
此
混
亂
.せ
'
^
®念
て
そ
邪
惡
な
，る
推
理
の
根
源
で
象
も
獨
り
人
間
め
、も
意
を
银
じ
て
の
み
®
値
に
影
響
す 

あ
る
0い
放
に
吾
人
は
圓
ょ
b
諸
物
は
之
を
吾
人
の
使
用
一
る
所
以
を
明
示
し
た
。
其
結
論
推
理
典
にT

u
r
g
o
t

乃 

..に

.
®當
な
ら
し
む
る
所
の
性
質
を
具
脆
す
る
に
あ
ら
す
至

o
&
s
iに
比
較
し
一
層
主
觀
的
一
層
、も
意
的
に
傲

り 

ん
：ぱ
债
値
を
生
す
る
事
無
し
，e
,雖
、
然
も
若
し
吾
人
に
，

底
し
て
矛
盾
無
か
シ
し
も
の
ざ
認
め
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

.し
て
諸
物
が
事
®
斯
か
る
性
質
を
具
備
す
ビ
制
斷
せ
ざ
但1

®
吾
入
の
許
容
ず
る
を
得
ざ
る

oondlllac

の 

る
於
て
は

V
其
は
菩
人
に
對
し
て
蜜
®
も
慣
値
を
布
眺
陷
は
ャ
彼
れ
が
使
用
個
値

i

父
換
價
値
て
の
差
.別
を 

.せ
ざ
る
可
.
を̂
記
憶
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
愛

に

於

て

全
然
閑
却
し
れ
る
事
賞
で
あ
る
。
泡
に
其
慣
値
論
の
綱
，
 

r
か
彼
等
の
價
値
は
主
€
し
て
吾
人
’が
彼
等
の
效
用
に
關

，要
の
槪
し
て
正
鶴
を
織
ち
得
た
る
に
近
きQondlllac.

.，し
て
行
ふ
刺
斷
中
に
存
し
-
其
價
値
の
大
小
は
吾
人
が
が
"
夙
•レ
b

p

i
並
にH

u
r
g
o
t

に
依
ウ
て
鶴
識
せ 

‘
其

敦

用

を

或

は

高

-
>
或

は

：

®
くS

斷
す
ろ
に
依
レ
、
若
ら
れ
た
る
雨
者
の

®
別
に
"
而̂
し
て
更
に 

>
び
？ 

>ロ"̂""

ひ 

,

.
し
ぐ
は
败
風
同
等
^
ヶ̂
ざ
せ
ぱ
マ
‘吾
人
が
其
を1

層

稀

gorellet 

ぃ7-
I
S
S
)
.

じ
依
り
て「

效
'用
無
さ
所
に

Q
l
.
I
i
〕
.

雜

-0 

■0
0̂
0
0̂
.
h
f
0
0
0
.
$
0 

祐

八

镇

六

九
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佛
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M

鞭
學
に
於
る
僻
倚
論
のS

價
値
無
し
。
さ
れ
ざ
價
値
は
そ
れ
以
上
の
或
る
も
の
で 

あ
る
。
人
は
是
れ
に『

交
換
性』

e
c
h
a
n
g
e
a
b
i

な
る 

名
髓
を
赋
與
す
る
を
得
ん

」
(Morellet: 

Prospectus 

CT§

 

nouveau 

dfctlolmal.re 

du 

commerce, 

1
7
8
9
1

 

ScheUe, V
I
n
c
s
t

 de Gournay, oha

ロ
. XI

I
L

 D, 26
6 

.一
 
ご
 

高

調

せ

，も

れ

た

る

聚

要

な

る

一

謝

に

、

其

透

徹

せ

る

瓜 

索
を
以
て
し
て
遂
に
毫
末
も
言
及
す
る
所
無
か
り
しM

 

.
1

舟
で
あ
る
。
諧
他
の
難
關
に
對
し
て
は
其
解
説
®
る 

明
哲
な
る
彼
が
、
獨
ゅ
經
濟
學
上
に
：所
謂
富
た
る
資
格
：，
 

の
有
無
を
決
す
可
き
經
濟§

ご
非
經
称
財
ご
の
區
制
k 

當
つ
て
甚
だ
暖
昧
に
、
河
邊
の
水
に
も
空
氣
に
も
共
に 

價
做
ぁ
b 5，；

無

難

作

に

論

じ

去

れ

る

は

畢

竟

這

股

の

.
® 

.

 

要
な
る
ぽ
®
を
無
視
せ
る
結
来
C
云
は
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

好
個
®
論

敵

Trosne

か

此
S

摘
發
し
て
其
交
換 

獨
値
萬
能
の
正
系PKysiocrates

の

立

媳

凡

そ

熟
八
號

さ

I
厂ollectfs 

G
&
l
a
u
m
l
n
,

 

physioorates, 

tom, 

11 

pp. 

S90-S95) 

€
論
難
せ
る
は
圓
ょ
ら
其
所
p
あ
るo 

十

進
ん
でCondillac

は
第
ー
一
章
に
於
て
债
格
本
質
输
、
 

ニ
章
に
於
て
價
格
變
動
論
に
直
入
す
る
。
先
プ

「

余 

.は
小
麥
の
過
剩

.
V

所
有
し
て
菊
荀
酒
を
缺
さ

>

汝
は
葡
萄
酒
の
過
剩
を
所
有
し
て
小
麥
を
缺
き
.
而

し
 

て
余
S

用

な

る
小
森
の
週
剩
は
汝
に

必

要

に

し

て

、 

且
つ
金
自

身

は

汝

に

.過
剩
無

用

な

る

葡

萄

酒

に

對

し

欲 

望
を
有

す

る

」

時
"

V

簡
單
な

る

場

合

に

於

て

は

0

互

，
W 

其
の
所
有
す
る
除
剩
の
全
部
を
提

供

す

可

く

、
然
る 

時

は「

余
は
余
の
パ

麥
の
汝
に

便
す
る
所

は

、

汝
の
菊 

萄
酒
の
余

に

便
す
る
所
に

等
し
ご

思

料

し

」

汝
亦.MP 

斷

な

る

可

し

。

然

る

に

事

情

複

雑

ご

な

ら

r

余

の

過

ぐ 

は
汝
の
消
費
に
充
分
な

れ

\

レ
も
，

汝
の
過

剩

は

余

の

消

費
に
充
分
な
ら
すV」
せ
ぱ
、
余
は
余
の
週
剩
全
部
を
汝

の
過
乘
に
參
し
て
與
ふ
，，る
斯
触

f

か
を
：可

蓋
じ
合
り

價
個
の
®
減
に
入
る
に
は
，：「

生
産
物
は
必
す
交
換
の
商

®

i
上

ら

さ

る

可

力

ら

す

云

.々し

S
 ニ

ザ

け

ぎt s
o
c
£

,

の

過

刹

に

却

し

て

ぢ

ふ

：る！
-

^
を

I

,V。

 ̂

,

.

汝
に
讓
渡
す
可
き
も
の
、
汝
に
慣
す
る
所
は
、
汝
の
余
.
を
與
ふ
る
の
意
志
無
{

亦

れ

與

ふ

る

"
^
得

ざ

る

が

故 

.

.

に
讓
渡
す
る
も
の
、
余
：に
價
t
る
肌
よ
り
も
大
な
る
を
に
、余
は
其
少
量
の
消
費
を
爲
す
事
じ
決

.意
す
可
く
、
次 

以
て
な
レ
ー
。
故
に
余
は
余
の
小
麥
の
週
剩
全
部
を
汝
に
に
汝
は
汝
の
側
に
於
て
、
小
黎
に
就
い
て
爲
す
可
く
算 

委
す
る
事
無
ぐ
> 
余
の
欲
レ
汝
の
余
に
與
ふ
る
を
得
ざ
定
せ
る
消
費
の一

部
を
節
減
す
可
し
。
愛

に

於

て

余

ぱ

r 

る
I

酒
の
分
t

他
所
J

捕
給
ず
る
爲
に
？
其

一

ー
汝
に
小
麥
の

一

部
を
S

づ
可
く
汝
は
余
に
韻
I

の

.

葡
荷
酒
の
過
\
を̂
以
て
5
:̂

;̂:
費
-
-必
耍
す
グ
，/
麥
全
？
.
.
吾
人
は
5

の
衞
荀
酒
と
！
 

setier

の
小
黎W

の
.交

換
：

，
 

を
獲
得
.せ
ん
と
欲
す
可
く
、
爲
に
余
の
汝
に
讓
渡
せ
ん
：
にP

*

意
す
可
し
。

出
：で
あ
ら
て
相
S
に
値
切
み
、

一 

と
す
る
小
麥
が
汝
に
不
充
分
な
る
に
於
ては

"
*

汝
は
余
敬
を
見
る
時
に
取
引
行
は
.る

。

其

際

，吾

人

t
H

 

setfer 

.に
其
葡
萄
酒
の
週
剩
全
部
を
，襄
ね
：る
事
を
拒
否
す
可
の
小
麥
の
汝
に
價
ず
る
所
は
ゾ
條
も
！
德
の
葡
萄
酒
の 

:
し
。
乃
ち
此
折
®
に
於
て
汝
は
多
量
の
小
黎
に
對
し
て
一
余
に
價
す
る
所
に
等
し
ざ
の
鍵
賞
を
行
ふ
。
斯
く
菊
萄 

與
へ
得
る
よ
ゎ
も
少
量
.の
®
荀
酒
を
余
に
供
給
せ
ん
とI

酒
に
對
す
る
關
係
に
於
て
小
麥
に
就
き
、
父
小
麥
に
對

. 

し
、
余
は
又
多
量
の
葡
萄
酒
に
戴
し
て
與
へ
得
る
よ
b 

™す
る
關
係
に
於
て
®
萄
酒
に
就さ

"
"

吾
人
の
行
ふ
鑑
賞

も
少
量
の
小
黎
を
汝
に
供
給
せ
んVJ

す
可
し
。
.然

る

に

.
こ
そ
即
ち
人
の
價
格
.ミ
名
付
く
る
も
の
に
外
な
ら
や
。

1

方
に
於
て
汝
は
小
黎
を
必
S

し
余
は
葡
萄
酒
を
必
.
.

斯
く
の
如
く
に
し
て
汝
の」

搏
の
菊
荷
酒
は
、
余
に
収 

要
を
す
る
が
故
に
、
欲
望
は
吾
人
に
協
ぜ
を
必
要
ざ
す
ネ
余
の
！

 

setier

の
小
麥
の
價
格
あ
\

且
つ
余
の 

■

可
し
。
其
榮
汝
は
余
に
余
の
.欲
求
す
る
湖
萄
酒
の
全
量
ぃ 

一の小麥は

.汝
に
取
レ
て
"
汝
の1

樓

の

®

菊 

.

.

.5?̂

ヤ

八

卷C
1
1

l
i 

:難
、

0

邵
蘭
®
經
霞
に
於
る
愿
偷
の
發
建

 

第

八

號

七)

に
、
余
は
其
少
量
の
消
費
を
爲
す
事
じ
決
.意
す
可
く
、
次 

に
汝
は
汝
の
側
に
於
て
、
小
黎
に
就
い
て
爲
す
可
く
算 

定
を
る
消
費
の一

部
を
節
減
す
可
し
。
愛
に
於
て
余
ぱ 

汝
に
小
麥
の1

部
を
ホ
出
づ
可
く
汝
は
余
に
韻
萄
®
の 

ニ
郁
：を
ポ
出
づ
可
ぐ
、
而
し
て
相
互
に
鶴
多
の
ホ
出
を
，
 

重
ね
た
る
後
、
吾
人
は
始
め
て
一
政
す
可
し
。
例
へ
ぱ 

吾
人
は
一
德
の
衞
荀
酒
と1

の
小
黎W

の
.交
換 

べ
に
同
意
す
可
し
。

出
：で
ぁ
b
て
相
a
に

値

切

み

"
"
一 

敬
を
見
る
時
に
取
引
行
は
.る

。

其

際

，吾

人

一

 

setfer 

の
小
麥
の
汝
に
價
ず
る
所
は
ゾ
條
も
一
德
の
葡
萄
酒
の 

余
に
價
す
る
所
に
等
し
ざ
の
鍵
賞
を
行
ふ
。
斯
く
菊
萄 

酒
に
對
す
る
關
係
に
於
て
小
麥
に
就
%
小
黎
に
對 

す
る
關
係
に
於
て

®
萄
酒
に
就
さ
、
吾
人
の
行
ふ
鑑
賞 

こ
そ
即
ち
人

の

價

格

.
ミ

名

付

く

る
も
の
に
外
な
ら
や
0 

斯
く
の

如
く
に
し
て
汝
の」

禅
の
菊
葡
酒
は
、
余
に

収 

て
余
の

1
setier

の
小
麥
の
價

格
ぁ
k
、
且
ウ
余
の 

一set&

の
小
麥
は
汝
に
取
レ
て
、
汝
の一

樓
の
®
菊

第
八
號 

七！



.
俄

十

合

三

1
1
5

 .

雜

0 

:
佛
眺
脚
經
濟
き
於
を
慎
霞
の
S
 

0

J

1

S
.

U
I
.便格
に

i

i

i

nomie 

Politique, 
tom. 

I. 

pp. 

2
5
5
,
2
5
6
)

ご
て
s
格 

發
生
の
經
緯
を
論
じ
力
る
後
、r

交
換
に
於
て
は
諸
物
は 

.

絕
‘對
的
偵
格
な
る
も
の
を
持
つ
事
無
し
。
.其
は

吾

人

が 

,取
引
を
歸
結
す
る
#
間
に
於
て
、
是
れ
に
就
い
て
行
ふ 

®
賞
に
基
く
所
の
相
®
的
便
格
を
府
す
る
：の
み

。

而

し
 

て
；
独

等

は#
互
に
他
の
價
格
を
.成
す」
ざ

で
所
謂
內
在
‘

僧

格

な

；ふ

觀

念

を
»
斥
し
、
，爱
に

*
脚
し
て
便
格
の
本
：

質
に
言
及
し
ス
鎮一

に
諧
物
の
價
格
は
齊<

；

が
是
か
に
：

就
い
て
行
ふ
鑑
賞
に
比
例
す
。
或
は
寧
る
其
は
吾
人
が 

:

他
物
乂
の
關
係
に
於
て一

物
に
就
い
て
行
ふ
鑑
賞
に
外

.

な
ら
す
。
放
に
原
始
に
於
て
はr

便
格」

p
r
i
x

せ

r
®

ぎ

e
s
f

 

V

は
全
然
同
義
語
；̂
し
て
、
最

の

 

資
昧
せ
る
觀
念W

今
日
凝
褒
の
泰
示
す
る
觀
念
e
の
银
へ
ぺ 

P
じ
さ
は
怪
し
む
に
足
ら
す
0
第
一j

に
諸
物
は
相
互
じ 

，他
の
傻
格
を
成
す
。
即
ち
前
例
に
於
て
余
の
小
梦
は
汝

■
に

章一尊-!;!

■
■ま；̂

/

知
る
の
，み

に

似

た

使

用

價

値

#
ち

是

れ

な

ら

。
，傅
 

格
に
關
し
て
は
彼
れ
は
ま.

V

交
換
當
事
者
間
の「

折
街」 

aitercati

o
n
の
所
産
ご
解
す
を
の
み
。
购
空
隙
は
幸
ひ 

‘最
刻
ぬuesnay

に
依
み
、
次
に

Moreliet'

に
依
り
、
而 

し
て
就
中
交
換
價
値
を
じ
き
地
位
.じ
置
け
るTurgot 

‘に
依
つ
て
填
郁
せ
ら
れ
た
ぉ
，1(Valeur; 

d

一

apresles 

Econornistes Anglais et 3Francais, 

pp. 376.

レ77
)

ざ 

.云
へ
る
批
剑
は
、
之
を
如
上
の
言
説
に
徵
す
る
も
異
議 

無
く
首
肯
せ
ざ
る
可
か
ら
す
？ 

.

1
;

次
に
：；

c
s
d
m
a
c
.

は
俄
格
の
：甚
礎
れ
る
價
値
に
變
動

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

、あ
る
：ル
上
は
價
格
に
も
亦
た
當
然
變
動
あ
る
可
さ
を
述 

‘ベ
、
，典
變
動
の
原
因
雑
多
な
れ
を
も
就
中
主
要
な
る
も 

めW

じ
て
ニ
條
項
を
列
擧
す
る
。
.第
；

一

に

「

饒
多
及
び 

稀
少
が
價
値
ご
共
に
價
格
を
變
動
せ
し
め
：、
更
に
其
變 

励
が
欲
求
の
大
小
に
比
例
す
る
.は
W
朦
で
あ
る

」

。第一

一
 

‘は

「

一
物
を
交
換
せ
ん
；？
欲
を
人
員
ざ
他
物
を
交
換 

♦

&
レ

欲
す
る
人
員

.ご
の
相
互
間
に
於
る
比
率
の
變
化
：

I 

- 
メ
 

4 

< 

、
、
/ 

H
 

/
I 

ノ 

C

:

©
格
な
ら
C
蓋
し
吾
人
の
間
に
綠
結
.せ
ら
れ
た
る
取
引 

:

に

依

り

、

吾

人

は

余

の

.
小

麥

は

汝

に

對

し

て

汝

の

菊

萄

：
' 

，酒
が
余

に

對

する
を
同

偵

値

を

有

す

ぶ

看

做

す

事> ,
j 

政

せ
る
が
故

で
あ
る」

yj

斷

じ

て

ゐ

る(P, 

2
5
7

ノ
。

:

彼
れ
は
更
に
進
ん
で
®
格

ざ
便
値
ビ

の
決
し
て
混
.同 

す
可
か
ら
ざ
る
を
切
言
し
、

「

吾
人
が
一
物
に
就
，い
て
欲 

望
を
有
す
る
や
否
や
其
は
價
値
を
を
す
0
其
は
唯
だ
此 

:

事
あ
る
に
依
つ
て
の
み
價
値
を
有
し
、

而L
て
ホ
.
^
,
.
交 

:

故
の
行
は
る
、iO

否
ご
を
問
は
す
0
是
れ
じ
反
し
で
み 

が
偵
格
を
持
ゥ
は
唯
だ
交
換
に
於
て
の
み
。
如

何

yj

な 

れ
ぱ
吾
人
が
交
換
の
欲
望
を
抱
か
ぬ
眼
々
、

I

物
を
也 

物
ざ
の
比
較
に
於
て
鑑
賞
す
る
事
無
け
れ
ば
な
ら
し

(P, 

2
5
7

しW
て
、
畢
竟「

欲
望
は
.
®値
を
與
へ
交
換
は
®

路 

を
與
ふ
る」
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。Hu
r
g
e
o
n

が

「
Condi, 

!ia。

は
交
：換
僧
値
ぶ
®
格
ミ
を
鮮
明
に
K
別

す

る

事

無

、 

-パ

梦

は

汝

し

。
賞
の
所
彼
れ
：は
：偕
値
：に
就
をt
は

唯

だ1

ぁ
る
：を
：

■ 

■
■ 

■ 

■ 

... 

u..

で
あ
る
。
即
ぢ
多
數
の
人
.々
が
或
る
貨
檢
の
交
換
を
欲 

;

求
す
る
時
は
其
就
学
は
.價
格
を
低
落
せ
し
め
、
棘
争
の 

缺
除
は
彼
等
の
交
附
せ
か

€
欲
す
る
貨
物
の
價
格
を
騰 

貴
せ
し
む
。
畢
資
或
は一.

方

の

側

に

於

て

"

成

は

他

方 

の
側
に
於
て
。
毅
爭
の
大
な
る
か
小
な
る
か
又
は
絕
無 

な
る
か
じ
從
ひ
、

.，
價

格

ほ

交S
に
高
低
す

」

，じ
云
ふ
の 

で
あ
る

(pp. 

2
5
7
- 2
5
B
)。

尙
彼
れ
は
第
六
章
に
進
み
て
.正
系Hlysiocrates

，の 

持

論

反

.對
し
"
商
業
も
亦
な
能
く
富
を
生
産
し
得
る 

，
所

以

を

力

説

す

る
®
富
ご
は
彼
れ
じ
從
ヘ
ぱ「

價
値
を 

具

有

する
詣
物
の
饒
多
な
る
事
、
成
は
同一

事
に
歸
着 

す
る
が
、
菩
人
が
そ
れ
に
對
レ
て
欲
望
を
抱
く
が
故
じ 

效
明
あ
る
諧
物
の
，饒
多
な
る
事
、
結
局
‘、
W
び
同一

事 

じ
歸
着
す
る
が
、

！

言
に
し
て
之
を
云
へ
ぱ
吾
人
の
使 

旧
一
し
役
立
つ
諸
物
の
饒
多
な
る
事
に
依
つ
て
成
る」

(P, 

2
6
6
)

而
し
て「

交
換
じ
於
て
は
人
は
等
價
に
®
し
等 

價
を
與
'
ふ

云
ふ

は
虛
俱
で
あ
る
。
反
對
に
契
約
者
各

ゆ

卞

八

盤

(
一
1,111

七〕

雜

錄
.

沸
蘭g

輕
に
於
る
慣
値
髓
の
数
途

徵
八
號

七m

I



細

m

m
m
m

m
m
Iこ

1

H

H

H

M

自
は
常
ほ
大
な
る
價
値
に
働
し
て
小
な
る
價
値
を
與
‘ふ

若
し
人
が
常
に
等
便
に
對
し
て
等
偵
を

交

換

す

る

も
の
Iざ
せ
ぱ
> 
契
■
者
の
孰
れ
に
®
し
て
も
利
得
は
發

生

せ

ざ

る

可

し

。
，：
扼

て

契

約

雨

當

事

者

が

共
に
利
得
を

,
得
又
？
得̂
る
に
椒
遂
無
&
は
何
故
な
る
乎
。
是
れ
諧
物

P

吾
人
の
欲
望
に
相
對
的
な
る
價
値
を
.有

し

>
:
:
吾

人

の

欲
虞
は
相
互
に

I

物
に
天
，に

じ

て

他

物

に

小

な

る

爲
で

あ
る
。
此
旧
題
に
就
い
て
入
の
陷
る
錯
誤
の
廣
ウ
て
來

るI
g

は
、
商
業
よ
に
取

®
は
る
、
諸
物
；£

宛
も
絕
對
的

，な
る
便
値
を
有
す
る
が如

..：.

に
云
爲
し
、
其
結
果
交
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